
　

全
国
初
の
市
立
中
等
教
育
学
校
と
し
て

開
校
し
た
伊
勢
崎
市
立
四
ツ
葉
学
園
中
等

教
育
学
校
。「
未
来
に
、そ
し
て
世
界
に
は

ば
た
く　

高
い
知
性
と
豊
か
な
道
徳
性
を

も
っ
た
教
養
人
の
育
成
」を
理
念
と
し
、中

高
6
年
間
を
通
し
て
体
験
重
視
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
推
進
。今
年
、第
1
期
生
が
卒
業

し
、予
想
を
上
回
る
進
路
結
果
も
残
し
た
。

ま
ず
情
報
を
疑
う
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る「
大
学
突
撃
取
材
」

 

「
開
校
以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
教
育
メ
ニュー
を

提
供
し
生
徒
と
共
に
駆
け
抜
け
て
き
た
」と

言
う
の
は
キ
ャ
リ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
担
当
総
括

の
飯
塚
秀
彦
先
生
だ
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ

い
て
飯
塚
先
生
は「
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
力
の一つ
に
選
択
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

多
く
の
体
験
や
情
報
の
な
か
か
ら
、本
当
に

自
分
を
成
長
さ
せ
る
糧
を
み
つ
け
る
力
で
も

あ
る
し
、大
学
な
ど
の
教
育
力
を
見
極
め
、

選
び
取
る
力
で
も
あ
り
ま
す
」と
語
る
。

　

例
え
ば
、4
年
生（
高
1
）の
2
学
期
に

実
施
す
る「
大
学
突
撃
取
材
」は
、大
学
が

発
信
す
る
情
報
が
本
当
に
正
し
い
の
か
ど
う

か
を
考
え
る
体
験
。生
徒
自
ら
が
希
望
の
大

学
に
取
材
を
申
し
込
み
、大
学
の
職
員
や
学

生
か
ら
実
情
を
聞
き
取
る
。
偏
差
値
や
知

名
度
だ
け
で
進
路
を
選
択
せ
ず
、本
当
に
学

び
た
い
こ
と
が
学
べ
る
か
ど
う
か
を
見
極
め

る
た
め
の
目
を
養
う
の
が
目
的
だ
。

　

東
京
に
1
泊
2
日
で
出
向
き
、昨
年
度
は

延
べ
32
大
学
を
取
材
し
た
。こ
う
し
た「
考
え

る
場
」を
多
く
作
り
出
し
、「
安
易
に
進
路
を

決
め
ず
、繰
り
返
し
自
分
に
問
い
か
け
深
く

考
え
て
ほ
し
い
」と
飯
塚
先
生
。
昨
年
度
の

卒
業
生
の
な
か
に
は
、何
度
も
悩
み
深
く
考

え
て
い
る
生
徒
の
姿
も
見
ら
れ
た
そ
う
だ
。

自
分
に
と
こ
と
ん
向
き
合
っ
て

視
野
を
広
げ
、原
点
を
探
す

　

こ
の
よ
う
な
進
路
先
の
研
究
と
同
時
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
は
、自
分
を
知
る
た
め

の
作
業
で
、特
に
集
中
的
に
実
施
し
て
い
る

の
が
4
年
生
の
4
月
〜
5
月（
表
参
照
）。

ま
ず
適
性
検
査『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』を
受
け
、そ

の
後
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
、

入
学
後
の
自
分
の
変
化
を
考
え
た
り
、自

分
史
を
振
り
返
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
ら
を
も

と
に
、「
自
分
の
取
扱
説
明
書
」を
完
成
さ
せ
、

『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』の
分
析
結
果
を
受
け
取
る
。

　

い
ろ
い
ろ
な
適
性
検
査
を
比
較
検
討
し

た
結
果
、前
任
校
か
ら『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』を
取

り
入
れ
て
い
た
と
い
う
飯
塚
先
生
は
、「『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』の
よ
さ
と
し
て
、①
実
在
す
る
社

会
人
の
デ
ー
タ
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
、②
付
属
資
料
が
充
実
し
て
い
て
進
路

選
び
に
も
役
立
つ
こ
と
、③
教
育
業
界
で

作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、の
３
つ
を

挙
げ
る
。「
多
様
な
面
か
ら
自
分
探
し
を
さ

せ
た
い
。『
Ｒ-

Ｃ
Ａ
Ｐ
』で
は
意
外
な
適
性
が

示
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、視
野
を
広
げ
る

助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
言
う
。

生徒数754人（男子365人・女子389人）
普通科24学級
進路状況（2014年度）／卒業生121人
中、大学進学90人、短大進学2人、専各
進学18人、その他11人

群馬県伊勢崎市上植木本町1702-1
電話／0270-21-4151
http://www.yotsuba-ss.ed.jp

スクールデータ
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自
分
の
志
望
と
違
う
適
性
が
示
さ
れ
て

も
、生
徒
が
そ
れ
を
い
い
方
向
に
活
用
で
き
る

よ
う
、飯
塚
先
生
は
自
分
の
検
査
結
果
を
伝

え
る
。「
僕
が一
番
適
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
仕

事
は
栄
養
士
で
す
。だ
か
ら
と
い
っ
て
栄
養
士

に
な
れ
ば
よ
か
っ
た
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

栄
養
士
に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
違
う
仕
事

で
発
揮
で
き
る
、生
か
せ
る
と
と
ら
え
て
い
ま

す
」。
さ
ら
に
、ほ
か
の
先
生
と
適
性
が
あ
る

と
診
断
さ
れ
た
職
業
を
結
び
つ
け
る
ク
イ
ズ

を
出
す
な
ど
し
て
、ど
ん
な
人
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
が
あ
る
の
だ
と
伝
え
て
い
く
。

　

こ
う
し
て
適
性
検
査
に
表
れ
た「
職
業
」

だ
け
に
注
目
せ
ず
、も
っ
と
広
い
視
野
で
検

査
結
果
を
見
て
み
よ
う
と
伝
え
る
こ
と
は
、

こ
の
後
の「
自
分
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
」と
い

う
単
元
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。ま
ず
、自
分
の

将
来
を「
や
り
が
い
ワ
ー
ド
」と
い
う
動
詞
で

考
え
る
作
業
を
さ
せ
る
。例
え
ば
、「
医
師
」

で
は
な
く「
人
を
助
け
る
」が「
や
り
が
い
ワ

ー
ド
」。
ま
ず
、そ
れ
を
考
え
た
う
え
で
、職

業
や
大
学
と
結
び
つ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

な
お
、こ
の
と
き
の
教
材
と
し
て
、50
の
職

業
人
を
紹
介
し
て
い
る
『
じ
ぶ
ん
未
来

B
O
O
K
』を
活
用
し
て
い
る
。

 

「
生
徒
が
進
路
相
談
に
来
て
く
れ
た
ら
ま

ず
、『
自
分
の
テ
ー
マ
は
な
ん
だ
っ
た
？
』と

振
り
返
ら
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
将

来
、転
職
を
し
た
り
選
択
に
迷
っ
た
り
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、原
点

を
繰
り
返
し
問
わ
れ
た
経
験
は
き
っ
と
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
」（
飯
塚
先
生
）

■ 4年生（高1）の
 自分を知る授業の流れ

■ 『Ｒ－ＣＡＰ』分析の
 オリジナルワークシート

4月

ガイダンス
『Ｒ－ＣＡＰ』実施
入学時の自分と現在の自分
自分史
自分から見た自分、
他人から見た自分
自分の取扱説明書・作成
自分の取扱説明書・発表

5月

『Ｒ－ＣＡＰ』分析①
『Ｒ－ＣＡＰ』分析②
自分のテーマを考える①
自分のテーマを考える②

リクルートサービスを活用した指導実践例 ＲーＣＡＰ

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研≫キャリアガイダンス≫発行メディアのご紹介≫クラス担任のためのキャリアガイダンスvol.28

「生徒が学び考える機会を逃さないようにした
い。やっと１期生が卒業したので、これからは卒
業生にも意見を聞き、よりよい教育を目指すつ
もりです」

キャリア・グローバル担当総括
飯塚秀彦先生

発行所／（株）リクルートホールディングス　〒100-6640 東京都千代田区丸の内1-9-2　グラントウキョウサウスタワー　リクルート進学ホットライン：0120-161-656（フリーダイヤル）　ⓒ（株）リクルートマーケティングパートナーズ
発行人／中島淳二　編集人／山下真司　編集デスク／太田知子　企画／赤土豪一 
アートディレクション／桑原 徹（KuwaDesign）　デザイン／熊本卓朗（KuwaDesign）　印刷／サンエー印刷
※校内で教材として使用する以外の本誌の記事・写真・図表などの無断転載を禁じます。※掲載人物の役職・プロフィール等は取材当時のものです。

1974年三重県生まれ。三重・県立宇治山田高校卒。
筑波大学第二学群生物学類卒、筑波大学大学院教
育研究科修士課程修了。三重県立鳥羽高校４年、宮
川高校５年を経て08年度より伊勢高校へ。赴任当初か
ら7年間、進路指導部・主事を経験。同校は2012年度
より文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）
指定校を受けているが今年から岡先生がＳＳＨ主担当
に。教科は生物。バレーボール部顧問。

三重・県立伊勢高校
教諭
岡 武志先生（41歳）

profile

考える「時間」「ヒント」を
生徒に与えるのが教師

　伊勢高校に赴任し、進路指導を担
当してから、自分なりのキャリア指導を
考えるようになったと言う岡先生。
「それまでキャリア教育とは何かと向き
合った経験がなかったので、情報収集
のため、三重県の進路指導の勉強会
や全国のセミナーに参加しました。そこ
で出会った他校の先生方の意見を聞
くうちに、短絡的な大学選びではなく、
その先の人生のために今何をすべきか
という視点を、生徒がもてる指導が必
要だと痛切に思うようになりました」
　具体的には「総合学習」のプログラ
ムにその思いを反映させている。１年次
には研究者による講義などを実施。２
年次は「探求」として一人ずつ自由にテ
ーマを決めて研究に取り組んでもらい、
論文を作成してプレゼンを行う。３年次
には「志望理由書」を作成。「課題解決
型の学習を経験することで答えのない
社会へ出て答えのない問題を解決する
力を身につけてもらうためです」

　進路に携わるようになり、教科指導
の方法もずいぶん変化した。
 「生徒に宿題や課題を与え、何でも手
取り足取り教えることが果たして彼ら
のためになるのか。自主性を奪ってい
ないかと。課題をこなすことは基礎学力
を身につけるうえで大切ですが、学習イ
コール作業にさせてしまっていないかと
疑問に思い始めたのです。極端な話、
わかりやすい授業がはたして本当にい
いのかとも思えてきて。それで、生徒に
答えを言うのではなく、彼らが考えるた
めのヒントを提供するようにしていま
す。アクティブ・ラーニングを取り入れた
のもそのためです」
　岡先生自身、生物を好きになったの
は授業だけでなく、ＮＨＫの人体に関す
る番組や生物科学雑誌などを読んだ
からだった。「生物はこれからどんどん
発展する学問だと知りワクワクしてこ
の道を選びました。自ら学ぶ喜びを今
の生徒たちにも味わってほしい。授業
でわからなかった答えを、生徒が自分で
調べてしまうような、そんな授業を日々
目指しています」

「教える」のではなく
「支える」コーチでありたい

　気づきへと導く教育。それこそがまさ
に岡先生の目標だ。
 「生徒に教えを説くよりコーチとして生
徒を支援するのが大好き。彼らが自分
で社会人基礎力を育成するサポートを
続けたい」と言う。
　説教じみたことを生徒に言わない。た
だ「人生、無駄なものはないよ」と時折
話すことはある。
 「多少嫌だな、面倒だなと思うことでも
引き受けて実際にやってみると、それが
後々生きて、必ず糧になる。僕自身、そう
でしたから」
　自分のためになることは一生懸命や
るけれど、自分には関係ないと思うことを
やらない生徒が気になる。「うちの子に
は苦労させたくない」と効率的な人生を
選ばせようとする保護者もいる。
　そこに警鐘を鳴らすのもまた教師の
仕事ではないか。岡先生は自身の思い
をベクトルにして「本当の意味で生徒の
ためになること」を模索し続ける。

岡先生が現在、担当するSSHの授業の様子。
写真は１学年の「基礎実験講座」。SSHでは生
徒自身がテーマをみつけ、仮説・実験方法等を
考え、指導教員がサポートする。

強い芯をもち、周り
を巻き込みながら何
ごともこなしていくス
ーパーティーチャー。

アクティブ・ラーニングを自ら実行し、
先の先を見通した授業を毎日展開
しています。3年間の進路指導部
主事の経験を生かし、今年度から
SSH（スーパーサイエンスハイスク
ール）の担当に。これからの三重県
の教育を背負っていく人材だと期待
しています。（三重県立伊勢高校　
校長・松井愼治先生）

取材・文／いのうえりえ

「ティーチャーよりも、コーチ的立場で生徒をサポートしたい」。岡武志先生はそう言う。
全国規模の勉強会にも積極的に参加して情報を収集し、生徒たちに新たな風を送り込む努力も惜しまない。

取材・文／永井ミカ


